
「オ フ ェ リア1」 の 水

詩 ・絵画 ・演劇 をめ ぐって

  井 村 ま な み

 女がひとり川面に浮いている。若い。蒼白の顔。生 きているのか死んでいるのか、半ば開けた目

と口元。両の掌をうえに向け、右手には色 とりどりの花 を握っている。赤、青、黄色の小さな花々。

が、握る手に力はない。花は手から逃れ、刻々流されようとしている。水の流れに従って広がる白

いドレス。見 ると、水辺は女を取 り囲んで緑の植物でいっぱいだ。 この緑 に縁取 られて、先に顔の

白さが際立ったのか もしれない。

 今 日 「オフェリア」 というと、シェイク ピア原作の作中人物 よ りまずジョン ・エヴァレット・

ミレイの同名の油絵 （図版1） を思い浮かべるひ とも多いのではないだろうか。対象のひ とつひと

つを分ける明確な輪郭、単純な色彩構成は、見 る者に鮮明な印象を残す。1851年 から52年 にかけて

制作された作品は、 ミレイの代表作 と見なされてもいる。制作年代が2年 にわたっているのは、51

年の夏秋野外で背景を描 き、翌年ロンドンのア トリエでモデルを用いて人物 を写 したか らだ2。作品

は発表当時からひ とびとに愛された。1855年 パ リ美術展覧会に出品された際、テオフィル ・ゴーチ

エは、 この絵のなかの 「みずみずしさ、水辺の青味がかった緑、深い水の黒ずんだ青」に感嘆の声

をあげている3。

 ドラクロアが油彩画 「オフェリアの死」を描いた経緯は、 ミレイ とまった く事情 を異にする。作

品は、 まず単彩画で1839年 、 リトグラフィーとして1843年 （図版2） 、そして1853年 油絵 として完成

する（図版3） 。 ミレイが単に女性像のひとつとしてオフェリアに興味を抱いたのに対 して、 ドラク

ロアはシェイクスピアの劇作全体 に関心を持った。つまりこの連作 自体がシェイクスピアの劇作か

ら想を得た大 きな作品群の一部 を為しているのだ。なかでも 『ハムレット』 に寄せ る彼の尊敬の念

は並み大抵のものではな く、1834年 から43年 にかけて、鍵 となる場面を小さな リトグラフィーに表

わ し続けた4。 オフェリアはそこで、死にゆ く姿 「オフェリアの死」（第4幕 第7場 ）だけでな く、

狂気の様子 （第4幕 第5場 ）も取 り上げられ、ハムレットとの対話 （第3幕 第1場 ）、ハムレットが

芝居を演 じさせる場面 （第3幕 第2場 ）で も他の人物 とともに描かれている。

 一見 して ドラクロアの描 くオフェリアが ミレイの作品と異なる点 は、女が川べ りの木 に片手をか

けていることだ。その姿勢のためであろうか、胸元がはだけ上半身が露 になっている。加 えて、全

体の色調が暗い。鬱蒼 とした森 のなかを縫 う、曲が りくねった小川。 ミレイの鮮やかな緑が、 ここ

ではくすんだ色に抑 えられているのは、季節のせいか時刻のせいか。絵のなかに光はないようだ。

 それからおよそ20年 後の1870年 、15歳 の少年が、今度は詩のなかに悲劇 のヒロインを蘇らせ よう

とした。やがてランボーの名で知られることになる少年は、学校の課題の延長でこの詩をつくった、

1 本 論 文 で取 り扱 うア ル チ ュール ・ラ ンボ ーの詩 篇 《Ophelie》 は、 フ ラ ンス語 の発 音 で は 「オ フェ リア 」で あ り、

 『ハ ム レ ッ ト』 のOpheliaは 英語 で 「オ フ ィー リア」 と発音 さ れ る。 この人 物 の名 前 の表 記 に関 して 本稿 を通 して

 「オ フ ェ リア」 とす るが 、 明 らか に 『ハ ム レ ッ ト』 の作 中人 物 に つ いて 言 及 す る場 合 は 「オ フ ィー リア」 と記 す。

2 L'Art du XIXe siecle 1850-1905, Sous la direction de Francois CACHIN, Editions Citadelles, 1990, p. 26. 
3  Theophile GAUTIER, Beaux-Arts en Europe, Paris, Michel Levy  Freres, 1855, p. 38.
4 Cf. Arlette SERULLAZ, Yves BONNEFOY, Delacroix et Hamlet, Paris, Reunion des  musees nationaux,
1993.な お、 図版 は す べ て、 以 上 の諸 文献 に よる。



John Everett  Millais: Ophelia, 1851-52, Huile sur toile, 76.2  I8   111.8  cm, Tate Gallery

Eugene  Delacroix  : La Mort  d'Ophelie, 1843, Pierre lithographique,  musee Delacroix

Eugene  Delacroix  : La Mort  d'Ophelie, 1853, Huile sur toile, 23  I8   30  cm,  musee du Louvre



とい う5。 このとき彼の頭 には、ふた りの画家の作品があっただろうか6。 事実は確かめられない。

 5月 、高踏派の長テオ ドール ・ド・バ ンヴィルに手紙 をしたためる。自分の力量を認めてもらお

うと挿入 した三つの詩篇のひ とつが 「オフェリア 《Ophelie》」である。手紙の冒頭で 「17歳」 と年

齢 を偽 り背伸びして自分 を紹介するランボーは、劇 中のヒロインと同じように若い。当時47歳 の巨

匠に宛てた手紙は弾む ような筆致で書かれ、随所か ら若い息吹が匂 う。 しかし、そのしたには精一

杯狡猾な策略がは りめぐらされていた。先生 に愛 され、しか も先生 を唸 らせ ること。シャルルヴィ

ル高等学校で、教師たちの愛情 と注 目を集めていた優等生は、大人たちの歓心を買う術策に長 けて

いた。少な くとも本人には、その自覚があったにちがいない。バンヴィル を頷かせること。新進若

手詩人 として、『現代高踏派詩集』にデビューを飾 ること。先生 を利用すること。作戦は、手紙 を導

火線 として、詩篇冒頭で点火、ほどな く炸裂するよう仕組 まれている。

 本稿は 『初期詩篇』 として軽視 されがちな小品 「オフェ リア」を詳細 に読み直す ことを目的 とす

る。その際、詩篇が創作 された周辺 も展望するつ もりである。 また同じ場面 を扱う絵画や演劇 との

関連をも指摘 したい。

1.額 縁

 「恋の季節です。 ところでぼ くは17歳 。希望 と空想 の年 ごろ、 というわけです。」

 詩篇 「オフェリア」が挿入された5月24日 付 けの手紙7は 、楽 しげに始 まる。むろん狙いはバン

ヴィルが多 くの作品を発表している 『現代高踏派詩集Parnasse contemporain』 であ り8、 バンヴィ

ルそのひとではないのだが、文頭から自分の目論みをあか らさまにす るの は野暮だ。なにしろ作品

を載せてもらいたい無名の詩人は山ほどいて、バ ンヴィルは似た ような手紙 を毎日受け取 っている

であろうから。 まずは受 け取 り人 に手紙を、つまりは詩篇を、最後 まで真剣 に読んでもらうことが

先決だ。 そこで初夏のタッチで軽妙に手紙を始める。無邪気 を装い、装 いを気取 られないよう多少

の気負いをもって最初の段落は閉じられる。「ぼ くの良 き信念、ぼ くの希望、ぼくの感覚、これ らす

べての詩人のもの、それをぼくは春 と呼びます。」

 続 く第2段 落では、奇妙な理屈が述べたてられる。「ぼ くがあなたにこれ らの詩を送 るのはなぜな

のかを言いましょう。」「なぜって、ぼくはすべての詩人、すべての良 き高踏派詩人を愛 しているか

らです。 というの も、詩人 と高踏派は同義ですか らね。」だからどうだ、 と言 うのだろう。愛するか

らこれらの詩を送る、 というのはあまりに押 しつ けがましいではないか。畳みかけて、バ ンヴィル

に対する最大限の賛辞が列挙される。「それにぼ くはあなたの うちに、ロンサールの末裔、1830年 代

の巨匠たちの子弟、真のロマン派、真の詩人 を見 るからです。」つまり、高踏派の トップたるあなた

なら、 これ らぼ くの詩の真価 を理解するに困難はあるまい。逆に言えば、作品を評価できなければ

あなたは高踏派を率いるに値 しない、ということだ。賛美 は、一種の恫喝 をさえ含んでいるようだ。

 手紙 を通 じ、他人 を頼 らねば、何ひとつ実現で きない。 この現実が まどろっこしくなり、書き手

5 Arthur RIMBAUD,（Euvres, nouvelle edition revue 1987, sommaire biographique, introduction, notices,

releve de variantes, bibliographie et notes par Suzanne Bernard et Andre Guyaux, Gamier Freres, 1987, p.367.

なお、 本 論 文 の 作 品 引用 は すべ て この版 か ら とし、 以 下 （E.と略 す。

6 研 究 者 の なか に は 、 ラ ン ボー が ミレ イの絵 を知 って い た の で は な いか と考 え る者 もい る。 （E.,p.367.

7  （E.,p.343-344.

8 『現代 高 踏 派 詩 集 』 は、1866年 に第一 次 が 出版 され てい る。 ラ ン ボー が 詩 篇掲 載 を願 った の は、 『第 二 次現 代 高踏

派 詩集 』 で あ り、1869年11月1日 よ り、 月 刊 の形 で 既 に7分 冊 が 出版 され て い た。 （E.,p.546.



は次の段落で一転 して行動 に訴える （むろん文書のなかでのことであるが）。「2年 後、 もしかする

と1年 後にはぼくはパ リにいます。」「ぼくは高踏派になっています ！」パ リの高踏派詩人になる具

体的な手段 については説明がない。目的達成のために手段を選 ばない性急さは、暴力的とも言える。

実際、書き手 自身制御 しようのないやみ くもな衝動であるようだ。それは、名づけようのないもの、

とされる。「 ぼ くのなかにある…この、突き上げて くるもの、これ を何 と言 った らいいのか。」

 最終段落へきて、ようや く本心が打 ち明けられる。「もしも、高踏派詩人たちのあいだに、一 （い

つ）ナル女性 ヲ信ズのために小さな場所を与えて くださるなら、親愛なる先生、ぼ くは喜びと希望

で気が変になってしまうで しょう。」

 さて注意 したいのは、続 いて挿入される三つの詩篇に、手紙 と同様 の工夫が為 されていることだ。

長 さも性格 も異なる三詩篇の配置は、手紙の展開と正確に対応する。心憎い気配 りだ。すなわち、

時候のあいさつ と自己紹介に、「夏の青い夕暮れ どきに 《Par les beaux soirs d'ete》」で始 まる無

題の短い8行 詩、第2段 落のバンヴィル礼賛に4行 詩9連 からなる「オフェリア」、最後 を若 き高踏

派詩人に恥 じない 「一ナル女性 ヲ信ズ 《Credo in unam...》 」が堂々164行 の長 さで しめ くくる。先

行する二作品 とあきらかに趣 きを異にするこの詩篇の重みは、 ここに書 き手の実力 を示したいとの

意図か らであろう9。

2.下 絵

 「オフェリア」は、以上のような文脈＝額縁のなかで読まれるべ きである。

 師匠の気を引 くための細工 は、額縁 にとどまらない。既に指摘 されているように、詩篇は、バ ン

ヴィルの 「銀河 《La Voie lactee》10」 と題された作品から、オフェリアにまつわる叙述のアウ トラ

インを借 りている。 また 《eaux》と《roseaux》の押韻、「彼女のやさしい狂気 《sa douce folie》」の

表現は、バンヴィルが 「銀河」で使 った ものとそっ くり同 じである。

 ぼ くはあなたの作品をよく読んでい ます。知 らずに真似てしまうほどに。「剽窃」と呼ぶには無防

備な  なぜなら、宛て先は盗んだ詩句の当の作者なのだか ら  、 この 「借用」を、若 い詩人の

熱意のあまりととらえるべ きであろうか。

 この手の借用は、実は 「オフェリア」に始 まったことではない。1870年1月 に発表 された 「孤児

たちのお年玉 《Les Etrennes des orphelins》11」 のなかで、ランボーはユーゴーか ら詩の枠組みと

詩句を拝借 している。「孤児たち」の投稿先 『みんなのための雑誌Revue pour tous』は、名前のと

お り広 くユマニスム を募 る雑誌 であ り、前年の1869年9月 ユーゴーの 「貧 しきひ とび と 《Les

Pauvres gens》 」を掲載 したばか りだった。5人 の子 どもを抱 える貧 しい漁師の夫婦。嵐の夜、漁

か ら戻 る夫を迎 えようと外 に出た妻は、母親が死 んで放置されたふた りの子 どもを見つける。夫婦

は結局、 このふた りも育てることを決意する。物語は、夜の海、冬の寒 さ、厳 しい生活 を背景に、

アレクサンドランにのって壮大に綴 られている。ランボーは、 このなかで 「母親の死によって置 き

去 りにされたふた りの子 ども」だけにスポットを当てて、自分の 「孤児たち」を創作 した。そして

この事実 を隠そうともしないようだ。「孤児たち」の冒頭句は、ユーゴーの第2詩 句 をはっきりもじっ

9 ブ リ ュ ネ ル は 、 こ の 三 篇 が ひ とつ の 「春 の 詩 学 」 を 為 し て い る と考 え る 。Pierre BRUNEL, Rimbaud, projets et

 realisations, Geneve, Slatkine,1983, p.28.

10 Theodore de  BANVILLE,  P–La Voie  lacteeP—, in Les Cariatudes (1839-1842), Edition d'aujourd'hui, 1979, p. 
 11-50. 

11  I³ , p. 35-38.



ている （「家は影に満ちている 《Le logis est plein d'ombre》12」 ユーゴー、「部屋は影に満ちている

《La chambre est pleine d'ombre》13」 ランボー）のだか ら。舞台を 「家」から 「部屋」へ と縮小す

ることで、ランボーは詩篇 を子 どもの行動範囲だけに仕切ったのである。

 さてバンヴィルの 「銀河」は、ユーゴーの 「貧 しきひ とびと」 と似た性格の一大長詩である。詩

とは何かを問 う大テーマは詠嘆 と誇張に満ち、今 日の読者からすれば違和感 と退屈を禁じ得ない。

詩篇 はホメロス、ウェルギ リウスか らロンサール、過去 の詩人たちを喚起 してゆく。その途上で、

シェイクスピア と、戯曲の人物 ロミオやジュリエッ ト、マクベスなどが取 り上 げられるのである。

ハムレッ トは不問に付 される代わ り、オフェリアは以下 のように二か所にわたって暗示される
。

     傾いた睡蓮 と青ざめた葦は

     水のささやきに 暗い歌 を歌 う14

     オフェリアの歌 を低い声で繰 り返すとき

     誰がそのやさしい狂気にまた涙 しないだろうか15

 ランボーの 「オフェリア」は、 この部分 を拡大する。押韻 と語彙の借用 も、 この個所に由来する。

その手つきは、「貧 しきひとび と」からみなし児ふた りを取 り上 げたの とまった く同じだ。

3.模 写

 額縁、下絵 ともに整い、ランボーの 「オフェリア」が始 まる。アレクサ ンドランの4行 詩が、第

1部 第2部 ともに4連 ずつ配 されているのに対 して、第3部 は1連 のみで成立す る。女性韻男性韻

が交互に交替するうえ、ababの 交韻か ら為る伝統的な詩型だ。形式面での唯一の例外 は、 lys／hal―

lalisが視覚的な押韻であることだろうか。すなわち、《lys》の語末子音 は単数名詞の語末で有音だ

が、《hallalis》の方は複数名詞の語末で無音である16。

12 Victor HUGO,  «Les Pauvres  gens», in La  Legende des  siecles, La Fin de Satan, Dieu, Edition  etablie et 
 annotee par Jacques Truchet, Gallimard, <Bibliotheque de la  Pleiade>, 1950, p. 647. 

13  I³ ., p. 35.
14BANVILLE, op. ci., p.34.原 文 は 以 下 の 通 り。

   Les  nenufars  penches et les pales roseaux 
   Qui disent leur chant sombre au murmure des eaux 

15 Ibid., p. 37. 

   Qui,  repetant tout  bas les chansons  d'Ophelie, 
   Ne retrouve des pleurs pour sa douce  folie  ?

 な お 、バ ン ヴ ィ ル は 、詩 篇 《AHenry Murger》 の 冒 頭 で も、 オ フ ェ リ ア を 歌 っ て い る （Theodore de BANVILLE,

（Euvres poetiques completes, Edition critique, publiee sous la direction de Peter J. Edwards, Tome II, Honore

Champion,1996, p.113－116） 。 ま たHenry Murgerに も 、 《Ophelia》 と 題 す る 詩 篇 が あ る （Henry MURGER ,Les

Nuits d'hiver, Poesies completes suivies d'etudes sur Henry Murger par MM. Jules Janin, Theophile Gautier ,

Michel Levy Freres,1862, p.11－13）

16 Jean MAZALEYRAT, Elements de  metrique francaise, Armand  Colin, 1974, p. 199-200.



 第1部 と第2部 は形式上同 じ構成をとりなが ら、展開の面ではっきりとした対照を為す。呼びか

けや感嘆符、二人称 《tu》の使用 により、話者が自分の存在を示す第2部 に先行 して、第1部 に話者

の姿はない。誰の視点によるかわからない状態で、オフェリアとその周囲が淡々 と描写される。水、

女、植物、それぞれの色 と動 きが提示され、三者の関係がわたしたちに教えられるばか りだ。

 さらに間近で見ると、前半2連 と後半2連 では焦点の置かれ方が異なることがわかる。

 前半の2連 でまず強調 されるのは、水の色 とオフェリアの色、そして二色の対立である。水は黒、女

は白、この配色が二度ずつ執拗 に繰 り返される（「黒い波」「黒い川」⇄「白いオフェリア」「白い亡霊」）。

 水が黒いのは、時刻のせいだ。場面が夜であることが、やは り2回 にわたって確認 され る（「星々

が眠る」「夕べの風」）。

 最後に、 この風景がつかの間の ものではな く、長い歳月不変であることが明記される（「千年以上

もまえから」）。

 ここで、女の動 きは終始受 け身だ。女は外界 に働 きかけず、自動詞 （「ただよう」「流れる」）を反復

する。植物 にたとえられ （「百合のように」）、不動 （「横たわ り」）である。女は水の表面 に置かれ、

水 に身を任せている。

      オフェリア

         1

星々が眠 る黒い静かな波のうえを

白いオフェリアがただよう 大輪の百合のように

長いヴェールのなかに横たわ り とてもゆっ くりただよう

   森のなかには遠 く 獲物を追いつめる角笛が聞 こえる

千年以上 もまえから 悲 しいオフェリアは

長 く黒い川のうえを流れ る 白い亡霊の ように

千年以上 もまえから 彼女のやさしい狂気 は

ゆ うべの風 に その歌をささやいている17

17Œ.,p.46.原 文 は 以 下 の 通 り。

 Ophelie 

Sur l'onde calme et noire  ou dorment les  etoiles 

La blanche  Opilelia flotte comme un grand lys, 

Flotte  tres lentement,  couchee en ses longs voiles.. 
— On entend dans les  bois lointains des hallalis . 

Voici plus de  mille ans que la triste  Ophelie 

Passe,  fantome blanc, sur le long fleuve noir, 

Voici plus de  mille ans que sa douce folie 

Murmure sa romance a la brise du soir.

 邦訳に関 しては、宇佐美斉訳 『ランボー全詩集』（筑摩書房、1996年 ）に準拠 したが、論旨を明確 にす るため、散文

的に書 き改 めた部分がある。



 「静かな波」「長いヴェール」「大輪の百合」「長い川」…、人物 は、緩慢で大 きな動きにゆった り

身体を預 けている。黒 と白の張 りつめた緊張感。冷ややかな描写。高処か ら見下ろされる物語。 こ

の枠組みから出なければ、詩篇 は高踏派の公式 どお りの展開を見ただろう。

4.水 のなか

 後半2連 で、視線はオフェリア自身に接近する。視線の移動 は静かなだけに、いっそう鋭い。対

象の どんな微細 な動 きもとらえる残酷 さを持つ。オフェ リアを取 り囲む風 と植物が詩篇にのぼって

くる。

     風 は彼女の胸 に口づけし 水 にやわ らか く揺 すられ る

     長いヴェールを花冠 のように広げる

     ふ るえる柳は彼女の肩の うえで泣き

     葦はその夢みる広い額の うえに身を傾ける

     押 しゆがめられた睡蓮 は彼女のまわ りで溜 め息 をつ く

     彼女は時お り目覚めさせる 眠っている榛の木のなかの

     何か しらの巣 するとそこか ら小 さな羽ばた きが逃れ出る

        不思議な歌が黄金の星か ら降 りて くる18

 点描される水辺の植物 「柳」「葦」「睡蓮」は、前半の 「水」と異な り、微妙な動 きを伴 う （「ふる

える柳」「押 しゆがめ られた睡蓮」） うえに、複雑な動 きをす る。注意 してみ よう。

   「ふるえる柳 は彼女の肩のうえで泣 き」

   「葦 は彼女の夢みる広い額のうえに身を傾 ける」

   「押 しゆがめられた睡蓮は彼女のまわ りで溜め息をつ く」

これ ら植物に風が加担する。

   「風は彼女に口づけし…その長いヴェール を広げる」

18  (E., p. 46. 

        Le vent baise ses seins et  deploie en corolle 
       Ses grands voiles  berces mollement par les  eaux  ; 

        Les saules frissonnants pleurent sur son  epaule, 
        Sur son grand front  reveur s'inclinent les roseaux. 

        Les  nenuphars  froisses soupirent autour  d'elle  ; 
       Elle  eveille parfois, dans un aune qui dort, 

       Quelque nid,  d'ou  s'echappe un petit frisson  d'aile  : 
        — Un chant  mysterieux tombe des astres d'or .



 三種類の植物 と風 は、いずれ も動かない人物に隣接 している（うえで、 うえに、 まわ りで）。 また

は、 もっと直接に接触する（口づける）。無生物 はあきらかに擬人化 されているが、具体的な人物の

近 くにある （いる）ため、 この人物 と無関係であるわけにはいかない。一方でこの人物 は不動であ

ることが、今まで強調 されてきた。無生物の擬人化はそのため、動かぬ人物の肩代わ りをするかの

ように働 く。四度連続 しての擬人化は、いったいひ との何を模 しているのだろうか。

 植物 と風の動作は、いずれ も情動的な性格を帯びている（泣 く、うつむく、吐息す る、口づける）。

彼 らはしきりにひ との行為を真似 る。しかも、女性 の愛の行為  口づける、広 げる、泣 く、身を

傾ける、吐息する  を真似 るのである。

 一貫 して受け身の動作に甘んじていた女が外界に働 きかけるのは、 この瞬間だ。周囲の装置に助

けられ代行 されて、女がはじめて他動詞を用いて （「目覚めさせる」）、 自分以外のものを動かす。

   「彼女は目覚めさせる 眠っている榛の木のなかの

   何かしらの巣 するとそこから小さな羽ばたきが逃れ出る」

 「飛翔」は垂直方向の、 また速度 をもった動きである。横たわる女性、川面、 ヴェール、ゆっくり

と水平 に流れていた画面の方向に、乱れが生ずる。

 「羽 《aile》」は 「彼女 《elle》」とそっ くり脚韻を踏むため、入れ替え可能のような錯覚 をもたらす。

眠っている 「榛の木」 と横たわ る女の姿。羽は女の寝姿か ら、直接飛び立ったか もしれない。

 オ フェリアが目覚めさせた 「巣」 とは、何だったのだろう。彼女自身の 「巣」ではなかっただろ

うか。女か ら勢いをもって飛び立ったのは何だろう。彼女自身の生命、熱い欲望ではなかっただろ

うか。前半2連 で、緩慢な黒い水の流れ、水底が見 えない夜の川、「運命」に身を委ねるばか りに見

えたオフェリアは、起き上が り息づき始める。

 いったいに 『ハムレッ ト』の 「オフィー リア」は、 ミレイの描いたような、少女 に近い清々しい

女性なのだろうか。戯曲のなかで、父と兄 に対 して清純な乙女 としてふるまうオフィー リアは、一

方で乱心 したふ りをする恋人のきわ どい台詞にためらいな く応える、腰の座った女性である。また

理性を失 ってか ら口ずさむ歌は、男女の仲 を大胆なことばで表わし、戯曲冒頭の無垢な少女の姿を

くつが えしてしまう。オフィー リアは、単純 な定義 を逃れる二面性 を持っているようだ。未熟 と成

熟 を合わせ持つ両義的な 「存在」、女性 として成長 してゆく途上のひとつの 「状態」、未経験 と経験

とい うふたつの顔を場面によって使 い分 ける相応の「知性」。オフィー リアは、どちらとも決定 しが

たい表情 を合わせ持つ女性なのではないだろうか。

 冒頭の色調で進めば、バンヴィルの推進する 「無感動性 《impassibilite》」に忠実であったにちが

いないランボーの詩篇 は、 ここで体温を帯びる。少年は自分のオフェ リアを、「悲しい」だ けではな

く、「巣」や 「羽ばたき」を隠し持つ女性 に造形 したかったのである。

5.漂 流

 ひ とたび決まりごとか ら逸脱 した詩篇は、第2部 にいたってますます離れてゆ く。

 第2部 に入ると、詩の風景が一挙に変わる。第1連 冒頭 に使われる三つの感嘆符は、第1部 では

見 られなかった ものだ。詠嘆 をこめてオフェリアに直接呼びかけることがで き、「きみ」と二人称で

対面で きるのは、一人称 「わたし」だけだ。



               II

     おお、青ざめたオフェリア ！雪のように美しい ！

     そうだきみは死 んだのだ 子 どもの まま 川に連れ去られて ！19

 こうして姿を現 した「わたし」は、続 く2連 半10詩 句にわたって、オフェリアの5つ の死因を次々

に挙げてゆ く。

     1）なぜならノルウェーの高い山か ら降 りる風が

     きみに低い声で苦い自由を語ったか らだ

     2）一陣の風が きみの豊かな髪をねじ り、

     きみの夢みる精神 に奇妙なざわめきをもた らしたからだ

     3） 樹木の嘆き夜の溜め息のなかに

     きみの心が 自然の歌 を聞き分けたか らだ

     4） 気の狂 った海の声、広大な喘 ぎが

     きみの胸 を破いたからだ その胸はあ まりに人間的あまりにやさしい

     5）4月 のある朝 美しく青ざめた騎士

     哀れな気ちがいが きみの膝に無言で座ったか らだ20

 オフェリアの死の原因 は、多 く 「自然」の 「音」を聞 いたせいだ とされ る。戯曲の舞台の北方に

あた り敵国で もある 「ノルウェー」という固有の地名は、自然の一部 として取 り込 まれてしまって

いる。オフィー リアを狂気 に陥れた大きな要因、父親の死 はここでまった く考慮されていない。そ

れ どころか、ハムレッ ト自身の存在 も希薄なものだ。連続する 「自然」 との結びつきのあとにおか

れて、恋人の力は甚だ弱い。自然 と深 く関わった者がハムレッ トとも接触 した という序列であ り、

そう言えばハムレットとも関係 していたというつけ足 しの感がある。

19  (E., p. 47. 
                   II 

 0 pale  Ophelia ! belle comme  la  neige  ! 
        Oui,  to mourus, enfant, par un fleuve  emporte  ! 

20  (E., p. 47. 

        — C'est que les vents tombant des grands monts de  Norwege 

       T'avaient parle tout bas de  lapre  liberte  ; 

        C'est qu'un souffle, tordant  to grande chevelure, 
       A ton esprit  reveur portait  d'etranges  bruits  ; 

       Que ton  cceur  ecoutait le chant de la Nature 
       Dans les plaintes de l'arbre et les soupirs des  nuits  ; 

        C'est que la voix des mers folles, immense  rale, 
       Brisait ton sein d'enfant, trop humain et trop  doux  ; 

        C'est qu'un matin d'avril, un beau cavalier pale, 
        Un pauvre fou, s'assit muet a tes genoux !



 オフェリアが死んだのは、自然 と交信 したからだ、と詩篇 は言 う。「吹 き降ろす風」「一陣の突風」

「海の怒濤」がそれぞれ もた らす 「低い声」「奇妙なざわめき」「広大な喘 ぎ」は、必ずしも自然の

方から一方的に彼女 にふ りかかったわけではない。彼女 自身が招 き寄せた もので もある。女は、静

寂に沈 む夜の森のなかに、「嘆 き」や 「ため息」を自ら聞 き分けている。「ノルウェー」の近 くで 「騎

士」 を愛 したのは、オフェ リアの不幸のほんの一部に過 ぎない。女 はもともと不穏な音に過敏であ

り、 ざわめきを更に増幅す る器であった。研ぎ澄 まされた耳を持ったこと、それがオフェリアを死

に到 らしめた、 と詩篇は繰 り返すのである。

 詩篇 はバ ンヴィルの風土からほど遠いが、原典か らも大 きく遊離 している。 『ハム レッ ト』におい

て、オフィー リアの死 は溺死だ とされている。 ドラクロアは、水に落ちた瞬間を捉 えようとした。

   … オフィー リアはきれいな花環をつ くり、その花の冠 を、 しだれた枝 にか けようとして、

   よじのぼった折 りも折 り、意地悪 く枝はぽきりと折れ、花環 もろ とも流れのうえに21。

しか し、彼女 は溺れまいと抵抗 したわけではない。

   すそがひろが り、 まるで人魚のように川面をただよいながら、祈 りの歌を口ずさんでいた と

   いう、死の迫るの も知 らぬげに、水に住 まい水になじんだ生物さながら。

ミレイが画布にとどめ、ランボーが詩篇の第1部 で主に展開したのは、この個所である。

 オフィー リアは、自分が川に落 ちたことにも、溺れてゆくことにも自覚がない。直接の死因は、

最初は空気をはらんで水に浮 き女の重みを支えていた衣服が、やがて水 を含んで重 くなったからで

ある。衣 とともにオフィーリアも沈む。

   ああ、それもつかの間、ふ くらんだ裾はたち まち水を吸い、美 しい歌声をもぎ とるように、

   あの憐れな牲 （いけにえ） を、川底 の泥のなかに引きず り込んでしまって。それきり、あ と

   には何 も。

 『ハムレット』のオフィー リアは、言わば生 きなが ら水に埋葬されるのである。

 ランボーにとって、オフェ リアは水難 とは無関係だ。ただ、無 自覚なまま自分の死に飛び込んで

ゆ く点で、類似性があるだろうか。彼女は、自然の呼び声に誘われ、知 らずに境界 を踏み越えてし

まう。向こう側は、通常 「狂気」 とも 「死」 とも、また 「夢」 とも名づけられている。 自らの死 に

無頓着な彼女は、第1部 で未だに水の うえを漂い続 けている。それゆえに、第2部 の冒頭で 「わた

し」は女 に言い聞かせ るのである。「きみは死んだのだよ、子 どものまま、川に連れ去 られて ！」と。

 第1部 で絵画的であった詩篇は、第2部 で変節を見る。「オフェリア」は固有名 を捨て、自然の音

と睦んだ者へ と為 り変わる。 そして、 もうひとつのテーマ 「歌」へとわたしたちを導 くのである。

21『 ハ ム レ ッ ト』 （シ ェイ ク ス ピ ア全 集10、 福 田恆存 訳 、 新 潮 社 、1959年 ）p.160.

  な お 、仏 訳 は、SHAKESPEARE, Hamlet, traduit de 1'anglais par Francois Maguin, Flammarion,1995,

 p.347－348.を 参 照 した。



6.水 の うえ

 ふ りかえれば、視覚に訴 えるばかりだと思われた第1部 の水上の風景 も、静かな音に満ちていた。

   「森のなかには遠 く 獲物を追いつめる角笛が聞 こえる」 （第4詩 句）

   「  不思議な歌が黄金の星から降 りて くる」 （第16詩 句）

 これら、オフェリアが浮遊を続けながらなお聞 く音 は、第2部 で彼女が生前通 じた とされる 「自

然の歌」にちがいあるまい。「彼女のヴェールを広げる風の音」「ふるえる柳の泣 く声」「睡蓮の花び

らが押しゆがめられる音」「飛び立つ羽音」…、動かぬ女 にはたらきかけた装置のひとつひとつ も、

微かな音を立てていた。

 女は聞いているばか りではない。密かな答えを返 している。

   「千年以上 もまえから 彼女のやさしい狂気は

    ゆうべの風 に その歌をささやいている」 （第7、 第8詩 句）

 バンヴィルが 「銀河」のなかで、オフェリアにだけ詩句を割いたのは、彼女が 「歌 う」からであ

る。『ハムレット』において、彼女は二度歌を歌 う。乱心して歌 う歌 と、死ぬ間際に口ずさむ歌だ。

「銀河」で言われる 「暗い歌」「オフェリアの歌」とは、 このふたつを抽象化 したものであろう。オ

フェリアの歌 う姿は、彼ら詩人の使命に適っていた。

 ランボーが耳に留めるのは、そのうちの死ぬ間際の歌だけである。その歌はまた、第2部 での物

音の羅列があるために、バ ンヴィルの もの と違 った様相を呈することになる。 それは 「歌のイメー

ジ」でも「総称 としての歌」でもな く、具体的な肉声であ り音声である。ただし、コミュニケーショ

ンの道具である言語、理解可能な文節ではない。なぜなら、オフェリアの死因を数えあげたあとで、

第2部 は次のように終わるか らだ。

     天 と愛と自由と おお何 という夢 を見たのだ あわれな狂女 よ

     きみはその夢 にとろけてしまった 火に溶ける雪のように

     きみのみた壮大なヴィジョンがきみの言葉を締めつけた

       そしておそろしい無限がきみの青い瞳 をおびえさせた22

 ランボーはオフェリアにざわめきを聞き分 ける能力 を授 け、代償 として言葉 を奪った。オフェリ

アの歌は、彼にとって即物的な音の連鎖であった。その物質性は、バンヴィルのロマン派的な立場

と根本か ら相容れない。

22  I³ , p. 47. 

       Ciel ! Amour !  Liberte  ! Quel  reve,  'o pauvre  Folle  ! 
        Tu  to fondais  a lui comme une neige au  feu  : 

        Tes grandes visions etranglaient  to parole 
       — Et l'Infini terrible effara ton  ceil bleu !



7.清 流

 出来事のすべてを舞台上で再現するわけにはいかない。演劇の制約は、こうして出来事 を伝える

人物を必要 とする。「オフィーリアの死」は、『ハムレッ ト』のなかで直接 には王妃が語 るが、では

その王妃が実際に死の場面に立 ち会ったか というと、この点 にはリア リティーがない。「泣 きながら」

舞台に登場する彼女の報告は、不幸 を間近 に見て動揺 した者の、脈絡 を欠いたそれではない。オ

フィーリアの持つ花束 を為す、ひ とつひ とつの花の名 まで克明 に挙げる写実性は、戯曲の進行上不

可欠なものであろうが、王妃のルポルタージュとしては逆に現実味を欠いているのである。王妃の

言葉だけに耳を傾ければ、彼女 もまた別の人物か ら出来事 を聞 き、その出来事を自分の想像力で構

成 し直 したような、そんな伝聞の感がある。出来事の細部 はあ くまで も不明であ り、変更 を許容す

る虚構性、と言ってもよかろうか。ある語 り （の内容） と、その語 りを取 り込むもっと規模の大き

な語 りの間に認められ る、一種あざとい矛盾は言語活動 自体が含み持つ性格であ り、演劇 という表

現形態は時にその事実をむき出しにする。

 詩篇 「オフェリア」は、第3部 の1連 のみで短 く終わる。

     そして詩人は言 う 星々のひか りの もとで

     夜 ごときみが自分の摘んだ花々を探 しにやって来 ると

     彼は水のうえに見た と言 う その長いヴェールに横たわり

     大輪の百合のように 白いオフェリアがただようのを23

 第2部 でオフェリアを 「きみ」 と呼び、第1部 ではそれ と名乗 らずに彼女 を観察 していた 「わた

し」は、第3部 で 「詩人」という第三者を新たに登場させ る。「詩人」は、「わたし」が語ったオフェ

リアの像 を簡略化 して語 り直す。語 る内容が重複するため、詩人 とわた しは重 なるようだが、別の

人物である。「わたし」が言ったこと、「わた し」が見た ことを、「詩人」もまた見て語った、と 「わ

た し」が言 うのだ。「詩人」はさらに 「わた し」の語 りをも知っているようだ。「オフェリア」が 「詩

人」により最初か ら語 り直されることを予告 して、詩篇は終わる。

 既に第1部 で、「千年以上 もまえから」と、詩篇は情景の継続性を伝えていた。第1部 にとどまる

限 り、 この継続性は、 シェイクスピアがオフィー リアを作 り出した時代からの流れを暗示するに過

ぎない。

 第3部 にいたり、「詩人」の介入によって、オフェリアの漂流 は 「わたし」の私見には限 らないで

あろうこと、それ以前 にもそれ以降にも様々な語 り手や描 き手がいて然るべきであることが示唆さ

れる。オフェリアは、語 りの産物、描写の対象 として、その細部その理由を絶 えず更新 され、その

都度新たに漂流 し始める。別の細部がそれまでの細部 の総体に上塗 りされ、中心 となる浮遊は変わ

らない。漂流は澄み渡 り、水は深みを増 してゆく。

23  Œ.,p.47.

                           III

         ‐Et le Poete dit qu'aux rayons des etoiles

         Tu viens chercher, la nuit, les fleurs que to cueillis;

         Et qu'il a vu sur l'eau, couchee en ses longs voiles,

         La blanche Ophelia flotter, comme un grand lys.



結びにかえて ― 返事

 バ ンヴィルは詩人志望の少年に返事を書 く手間 をかけたようだ。翌年の1871年8月15日 、少年が

再び先生 に宛 てた手紙は、そのことを感謝している。「1870年6月 、地方から100行 いや160行 の神話

的詩篇一ナル女性 ヲ信ズを受 け取 られた ことを覚えていらっしゃいますか。親切にもあなたはお返

事を下 さいました ！24」

 いったいどんな返事だったのだろう。バ ンヴィルの手紙は発見されていない。

 バ ンヴィル宛ての2通 の手紙の間には1年 の空隙があ り、 この間にもランボーは別の大人たちに

向けて手紙 を書 き続けている。

 パ リ・コミューンは1871年3月18日 に蜂起 し、同年5月28日 に終焉 を見る。 この間に2万 人の犠

牲者 を数 えた。5月13日 と18日、ランボーは今 日一般に 「見者の手紙」 と呼ばれる2通 の手紙 を、

高等学校の教師 とこの教師の知人宛てに書いている。文面は文学的マニフェス トとして知 られるが、

本論に入 る前に 「戦闘」と 「手紙」が対置 され、「死ぬ」現実 と 「書 く」行為が比べ られている。「き

ちがいじみた怒 りが、ぼくをパ リの戦闘へ と差 し向けます。そこではまだた くさんの労働者が死ん

でいるというのに、ぼくときたら、あなたに手紙を書いているのです ！25」6月10日 、手紙のなか

で、「オフェリア」を含む作品群 を焼却するように懇願する26。 「恋の季節です。ぼ くは17歳。希望

と空想に取 り憑かれた年 ごろ」 と、1年 前練 り上げた演出で手紙 を始めた少年は変貌 を遂げ、二度

と少年に戻 ることはない。

 現実に向けられたランボーの目がオフェリアをふ りかえることはな く、8月15日 付けの手紙を

もってバ ンヴィルへの一方的な文通 も途絶 える。手紙は前置 きもなく、「花 について詩人に語られた

こと《Ce qu'on dit au poete a propos de fleurs》27」という題の長い詩で始まっている。実質上、

この詩は高踏派に対する訣別状であり、受 け取 り人の返事を予め封 じてしまっている。

 「オフェリア」読解の途上でわた したちが検証 した逸脱の芽、小さな特徴 は、その後発展 と展開を

遂げてゆ く。返事 を待つことをしなくなった詩人は、 もはや特定の読 み手 を想定 して詩を書 くこと

はない。

24Arthur RIMBAUD,（Euvres completes,edition etablie, presentee et annotee par Antoine Adam, Gallimard,

＜Bibliotheque de la Pleiade＞,1972, p.258.

25  Ibid., p.248.

26  Ibid., p.255.

27  （E.,p.115－120.




